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日の丸 キャピタリスト 風雲録 

日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
投
資
事
業
組
合 

代 

表
　

村
口
和
孝
　 

  

瀬
戸
内
海
の
海
洋
史
に
見
る 

日
本
人
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神 

   

第8回 

K
azutaka M

urag
uchi

日
本
人
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
向
き
だ 

 

「
日
本
人
が
保
守
的
で
起
業
家
に
な
る
人
な
ど
い
な
い
」

と
は
、
良
く
出
来
た
嘘
だ
と
思
う
。
25
年
日
本
で
ベ
ン
チ

ャ
ー
投
資
の
前
線
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
い
た
る
と
こ

ろ
で
日
本
人
ベ
ン
チ
ャ
ー
不
能
論
を
耳
に
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
実
際
私
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
投
資

活
動
を
行
う
前
線
で
面
談
し
た
、
累
積
に
し
て
一
万
人
近

い
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
た
ち
は
、
保
守
的
ど
こ
ろ
か
、
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
人
だ
ら
け
だ
っ
た
。
一
般
に
言
わ
れ
て
い

る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
保
守
的
な
単
一
民
族
日
本
人
の
特

性
と
は
、
異
な
る
の
だ
。
ま
た
自
分
自
身
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
生
き
て
み
て
、
私
の
中
に
も
、
組

織
的
で
慎
重
な
自
分
と
同
時
に
、
体
の
中
か
ら
自
然
に
湧

き
上
が
っ
て
来
る
よ
う
な
、
開
放
的
か
つ
楽
天
的
で
、
活

動
的
な
自
分
と
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
に
、
様
々
な
局
面

で
気
づ
か
さ
れ
る
の
だ
。 

　
そ
れ
に
し
て
も
い
っ
た
い
な
ぜ
、
日
本
人
全
員
が
保
守

的
だ
と
い
う
よ
う
な
、
現
実
の
一
面
し
か
説
明
し
な
い
説

が
、
巷
に
蔓
延
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。 

　
仕
事
を
し
な
が
ら
、
時
間
を
見
つ
け
最
近
の
歴
史
の
本

な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
、
実
は
日
本
人
の
歴
史
は
瀬
戸
内

海
情
勢
か
ら
の
精
神
的
影
響
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
我
々

の
精
神
風
土
の
中
に
、
瀬
戸
内
海
周
辺
で
歴
史
的
に
培
わ

れ
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
挑
戦
す
る
遺
伝
子
が
、
今
も
深
く

宿
っ
て
い
る
と
思
う
の
だ
。
以
下
私
な
り
の
歴
史
の
再
構

成
で
あ
る
。  

日
本
史
に
み
る
、 

　
　
瀬
戸
内
海
情
勢
の
影
響 

　
南
中
国
沿
岸
か
ら
東
シ
ナ
海
を
潮
に
乗
っ
て
北
上
す
る

と
、
九
州
に
ぶ
つ
か
り
、
狭
い
水
路
を
抜
け
る
と
そ
こ
は

穏
や
か
で
島
の
多
い
瀬
戸
内
海
で
あ
る
。 

　
そ
も
そ
も
日
本
人
は
、
東
北
を
中
心
と
す
る
縄
文
人
と
、

主
に
瀬
戸
内
海
か
ら
進
入
し
て
く
る
弥
生
人
の
交
じ
り
合

っ
た
混
合
民
族
で
あ
る
。
そ
し
て
新
し
い
世
界
情
勢
、
と

り
わ
け
中
国
や
朝
鮮
か
ら
の
影
響
（
圧
力
）
は
、
地
勢
的

に
主
に
瀬
戸
内
海
を
進
入
路
と
し
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
と

言
え
る
。 

　
逆
に
瀬
戸
内
海
に
敵
が
侵
入
し
て
く
る
場
合
、
制
海
権

が
な
け
れ
ば
大
阪
湾
ま
で
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
外
国
と
交
流
し
や
す
い
一
方
、
危
険
で
あ
る

と
も
言
え
る
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
瀬
戸
内
海

が
日
本
史
に
与
え
た
影
響
は
、
地
勢
的
に
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
絶
え
ざ
る
緊
張
感
が
日
本
の
文
明
を
独
得
な
も
の
に

発
展
さ
せ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。  

 

日
本
人
の
寅
さ
ん
的
開
放
性
の
源 

 

　
隋
か
ら
に
せ
よ
唐
か
ら
に
せ
よ
、
中
国
か
ら
学
ん
だ
地

域
の
統
制
法
は
陸
の
統
制
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
日
本

の
よ
う
に
海
国
だ
と
、
土
地
に
束
縛
さ
れ
な
い
海
に
暮
ら

す
人
の
管
理
な
ど
が
必
要
で
、
中
国
の
仕
組
み
の
ま
ま
で

は
適
用
で
き
な
い
。
古
代
の
日
本
が
中
国
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
な
一
等
国
と
な
る
た
め
の
遣
隋
使
や
遣
唐
使
達
の
努

力
は
、
地
勢
的
背
景
の
違
い
か
ら
長
く
矛
盾
に
満
ち
た
作

業
だ
っ
た
。
未
だ
に
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
国
で
あ
る
。 

　
こ
の
こ
と
が
、
時
に
は
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
寅
さ
ん

の
よ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
移
動
し
て
土
地
制
度
に
収
ま
り
き
ら

な
い
「
自
治
的
な
海
洋
的
日
本
人
」と
、
土
地
制
度
で
縛
ろ
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う
と
す
る
統
制
管
理
を
よ
し
と
す
る
陸
に
上
が
っ
た
「
中

央
集
権
管
理
志
向
の
日
本
人
」
（
い
わ
ば
寅
さ
ん
の
妹
さ

く
ら
の
定
住
型
）
と
の
、
矛
盾
し
た
二
重
の
特
質
を
歴
史

的
に
生
ん
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。  

 

古
代
の
瀬
戸
内
海
交
易
の
広
が
り 

 

　
邪
馬
台
国
が
九
州
説
で
あ
れ
近
畿
説
で
あ
れ
、
大
和
朝

廷
が
東
シ
ナ
海
と
瀬
戸
内
海
を
経
て
大
阪
湾
に
い
た
る
海

域
を
往
復
し
な
が
ら
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
日
本
が
海
に
関
係
し
た
人
々

の
文
明
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

　
古
代
に
始
ま
る
大
阪
の
住
吉
大
社
は
海
の
神
社
で
あ
り
、

後
に
遣
隋
使
遣
唐
使
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
る
。
厳
島
神

社
総
本
社
の
福
岡
の
宗
像
大
社
も
、
古
く
か
ら
海
の
神
と

し
て
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
仏
教
は
６
世
紀
に
伝
来
し
、

そ
れ
以
前
か
ら
も
古
代
、
渡
来
人
の
活
躍
な
ど
、
瀬
戸
内

海
を
経
由
す
る
交
流
は
一
般
的
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
「
日
の

本
」
と
い
う
国
の
名
前
は
、
東
シ
ナ
海
か
ら
か
ら
見
て
、

船
で
細
い
海
峡
か
ら
瀬
戸
内
海
に
入
る
方
向（
つ
ま
り
東
）

か
ら
上
が
っ
て
く
る
朝
の
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
表
現
で

は
あ
る
ま
い
か
。 

　
法
隆
寺
の
柱
に
は
エ
ン
タ
シ
ス
と
い
う
遠
い
ギ
リ
シ
ア

文
明
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
有
名
だ
。
６
０
７
年
か

ら
遣
隋
使
、
６
３
０
年
か
ら
遣
唐
使
が
送
ら
れ
て
い
る
。

６
６
３
年
に
は
白
村
江
の
戦
い
で
、
新
羅
と
唐
の
連
合
軍

に
破
れ
、
唐
の
復
讐
を
恐
れ
た
中
大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）

は
、
都
を
瀬
戸
内
海
か
ら
距
離
の
あ
る
大
津
へ
遷
都
し
、

瀬
戸
内
海
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
防
衛
を
固
め
た
。
７
５
２

年
奈
良
大
仏
開
眼
供
養
の
導
師
は
イ
ン
ド
人
で
、
仏
教
交

流
は
古
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
っ
た
。 

　
平
安
時
代
に
は
、
菅
原
道
真
の
提
案
で
８
９
４
年
遣
唐

使
は
中
止
さ
れ
、
道
真
自
身
ア
ジ
ア
へ
の
前
線
基
地
大
宰

府
に
飛
ば
さ
れ
る
。
中
央
集
権
を
脅
か
す
よ
う
に
９
３
９

年
瀬
戸
内
海
で
海
賊
の
親
分
、
藤
原
純
友
の
乱
が
起
こ
っ

て
い
る
。
大
陸
か
ら
の
軍
事
的
圧
力
を
瀬
戸
内
海
に
感
じ

な
が
ら
、
日
本
史
は
各
地
で
武
士
の
発
展
時
代
を
迎
え
る
。

港
と
し
て
は
、
潮
を
待
つ
鞆
の
浦
（
広
島
）
が
発
展
し
た
。  

 

中
世
の
瀬
戸
内
海
の
発
展
と
、
倭
寇 

 

　
中
世
に
入
り
、
平
家
は
砂
金
を
背
景
に
日
宋
貿
易
で
稼

い
だ
。
平
清
盛
は
福
原
（
神
戸
）
に
一
時
拠
点
を
移
し
て

い
る
。
１
１
８
５
年
源
平
の
壇
ノ
浦
の
合
戦
は
、
も
ち
ろ

ん
瀬
戸
内
海
で
、
熊
野
水
軍
、
松
浦
党
水
軍
が
源
氏
に
加

勢
し
て
勝
利
し
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
は
、
す
で
に
日
本
を

ぐ
る
り
と
回
る
廻
船
業
の
活
躍
が
前
提
だ
っ
た
。
１
２
７

４
年
、
１
２
８
１
年
蒙
古
襲
来
は
、
瀬
戸
内
海
の
入
り
口

博
多
で
撃
退
す
る
こ
と
が
出
来
、
瀬
戸
内
海
ま
で
侵
入
さ

せ
な
か
っ
た
。 

　
室
町
時
代
は
、
日
明
（
勘
合
）
貿
易
だ
が
、
水
上
水
軍
、

倭
寇
の
活
動
が
活
発
で
、
琉
球
王
国
の
貿
易
や
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
の
活
動
も
あ
り
、
瀬
戸
内
海
は
東
ア
ジ
ア
の
海
の

情
報
が
渦
巻
い
て
い
た
。
14
世
紀
か
ら
タ
イ
に
は
数
千
人

規
模
の
日
本
人
街
が
栄
え
て
い
た
。
ま
た
大
阪
湾
に
面
す

る
自
由
交
易
都
市
堺
は
、
こ
の
時
代
に
大
発
展
し
た
の
だ
。  

 

近
世
の
瀬
戸
内
海
の
外
延
と
、
鎖
国 

 

　
織
田
信
長
は
、
石
山
本
願
寺
攻
め
の
時
、
瀬
戸
内
海
の

毛
利
・
水
上
水
軍
の
力
に
手
を
焼
き
、
大
型
鉄
甲
船
ま
で

建
造
し
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
南
蛮
貿
易

を
す
る
瀬
戸
内
海
周
辺
西
国
大
名
の
一
部
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
に
な
っ
た
。
信
長
の
跡
を
継
い
だ
秀
吉
は
、
１
５

８
８
年
海
賊
取
締
令
を
出
し
、
南
方
貿
易
を
奨
励
し
た
。

鉄
砲
や
水
軍
の
力
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
制
覇
を
目
論
み
、

朝
鮮
出
兵
ま
で
行
っ
て
失
敗
し
て
い
る
。
秀
吉
の
死
後
徳

川
家
康
は
、
活
発
だ
が
政
情
不
安
定
な
瀬
戸
内
海
か
ら
、

遠
く
離
れ
た
江
戸
に
新
幕
府
を
開
い
た
。
一
方
、
朱
印
船

貿
易
を
奨
励
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
に
日
本
人
町
が
作

ら
れ
た
。
タ
イ
で
重
用
さ
れ
た
山
田
長
政
が
有
名
だ
。 

　
最
終
的
に
西
国
の
大
名
が
実
力
を
つ
け
る
の
を
恐
れ
、

外
様
大
名
と
し
て
参
勤
交
代
を
し
て
実
力
を
そ
ぐ
と
と
も

に
、
外
国
貿
易
を
統
制
し
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
す

る
目
的
も
あ
り
、
１
６
４
１
年
家
光
の
時
代
に
、
鎖
国
し

た
。
大
船
建
造
禁
止
令
も
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
海
運
の

重
要
性
は
変
わ
ら
ず
、
大
阪
は
天
下
の
台
所
と
い
わ
れ
、

瀬
戸
内
海
か
ら
江
戸
と
の
間
を
菱
垣
廻
船
、
樽
廻
船
な
ど

が
運
航
さ
れ
た
。
航
路
は
全
国
に
伸
び
、
琉
球
使
節
や
朝

鮮
使
節
・
オ
ラ
ン
ダ
使
節
も
、
瀬
戸
内
海
と
東
海
道
を
経

由
し
て
江
戸
に
訪
れ
た
。  

 

近
代
幕
末
〜
現
代
と
、
瀬
戸
内
海 

 

　
地
理
的
に
近
い
清
国
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
に
敗

れ
、
日
本
が
巻
き
込
ま
れ
る
危
機
を
感
じ
た
の
が
、
江
戸

幕
府
を
開
く
と
き
家
康
が
恐
れ
た
瀬
戸
内
海
周
辺
西
国
大

名
だ
。
結
局
こ
れ
が
官
軍
と
な
っ
て
幕
府
は
滅
ぶ
。
当
然
、

坂
本
竜
馬
や
西
郷
隆
盛
は
西
国
出
身
者
で
あ
り
、
海
軍
伝

習
所
は
長
崎
に
置
か
れ
た
。
海
援
隊
も
長
崎
だ
。
１
８
６
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０
年
太
平
洋
を
渡
っ
た
咸
臨
丸
の
水
夫
50
名
の
う
ち
、
塩

飽
（
瀬
戸
内
海
）
の
水
夫
が
35
名
だ
っ
た
と
い
う
。 

　
１
８
９
４
年
日
清
戦
争
も
１
９
０
４
年
日
露
戦
争
も
瀬

戸
内
海
を
外
洋
に
出
た
目
と
鼻
の
先
で
起
こ
っ
て
い
る
。

１
９
２
０
年
頃
第
一
次
世
界
大
戦
で
船
成
金
が
儲
け
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
旧
日
本
帝
国
海
軍
の
戦
艦
大
和

は
瀬
戸
内
海
か
ら
特
攻
出
撃
し
て
い
る
。
原
爆
は
瀬
戸
内

海
の
入
り
口
の
長
崎
と
内
側
の
広
島
に
落
と
さ
れ
て
い
る
。 

　
戦
後
は
、
造
船
や
石
油
化
学
な
ど
瀬
戸
内
工
業
地
帯
と

し
て
、
高
度
成
長
の
一
翼
を
担
う
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
が
戦
後
漁
業
の
漁
獲
高
で
世
界
一
に
な
る
の
も
背
景

に
海
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。  

 

敗
戦
と
国
民
性
の
偏
っ
た
自
己
主
張 

 

　
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
負
け
、
新
平
和
憲
法
の
も

と
、
１
９
５
１
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
西
側

国
際
社
会
に
復
帰
し
た
。
そ
の
時
以
来
、
日
本
人
は
日
本

軍
を
持
た
ず
、
秩
序
を
重
ん
じ
る
平
和
な
国
民
で
あ
る
こ

と
を
世
界
に
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
来
た
。
過
去
の
二
重
の

歴
史
を
粉
飾
し
、
あ
た
か
も
日
本
人
は
陸
に
上
が
っ
て
じ

っ
と
保
守
的
に
農
地
を
耕
す
お
と
な
し
い
国
民
で
、
瀬
戸

内
海
を
背
骨
と
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
洋
性
の
ド
ラ
マ

な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
自
己
誤
認
が
、
最
近

の
日
本
社
会
を
混
迷
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。  

 

瀬
戸
内
海
の
歴
史
と
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ 
 

　
以
上
、
日
本
人
の
活
動
的
特
性
を
説
明
す
る
上
で
瀬
戸

内
海
の
重
要
さ
は
歴
然
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
海
は
潮
が

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
わ
り
、
勢
力
も
あ
っ
と
い
う
間
に
代
わ

っ
て
行
っ
て
し
ま
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
文
化
や
言
語
が

入
り
混
じ
り
、
交
易
も
盛
ん
で
あ
る
。
我
々
の
先
祖
は
瀬

戸
内
海
か
ら
生
き
方
を
学
ん
で
き
た
。
例
え
ば
寅
さ
ん
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
次
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

１
．
陸
と
異
な
り
、
状
況
は
た
え
ず
大
変
化
す
る
の
で
、

　
　
現
場
の
目
と
耳
に
よ
る
情
報
力
が
必
要
だ  

２
．
ど
ん
な
事
業
に
も
リ
ス
ク
は
つ
き
も
の
で
、
ち
ゃ
ん

　
　
と
出
来
た
だ
け
で
も
価
値
が
あ
る  

３
．
良
い
商
品
を
素
早
く
良
い
顧
客
に
届
け
る
こ
と  

４
．
陸
と
異
な
り
、
政
府
の
統
制
は
当
て
に
な
ら
ず
、
自

　
　
ら
情
勢
を
見
て
、
律
す
る  

５
．
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
他
国
民
と
誠
実
に
交
わ
る  

６
．
騙
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
、
自
己
責
任  

７
．
船
団
に
は
、
道
理
を
重
ん
じ
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要  

８
．
リ
ー
ダ
ー
の
元
、
粉
骨
砕
身
、
ま
じ
め
に
仕
事
す
る  

９
．
組
織
は
状
況
に
応
じ
柔
軟
に
体
制
を
変
化
さ
せ
る  

10
．
義
理
人
情
を
重
ん
じ
、
不
正
と
不
信
心
は
、
船
団
の

　
　
秩
序
を
乱
す
の
で
厳
然
と
正
す  

11
．
年
長
者
の
経
験
を
聞
き
、
し
け
、
潮
の
変
化
等
、
天

　
　
候
の
変
化
に
は
注
意
す
る  

12
．
必
ず
し
も
定
住
を
重
ん
じ
ず
、
移
動
し
て
生
活
し
、

　
　
活
動
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る  

 

日
本
人
本
来
の
特
質
を 

     

ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
に
生
か
す 

   

我
々
日
本
人
は
、
自
在
な
海
洋
民
族
性
を
ふ
ん
だ
ん
に
持

っ
て
い
て
、
も
と
よ
り
外
国
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
で
、
環

境
変
化
対
応
力
に
富
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
だ
ろ
う

と
思
う
。
事
実
、
我
々
の
先
人
は
、
世
界
市
場
に
進
出
し
、

高
品
質
な
商
品
を
世
界
中
に
売
っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
日
本
は
現
在
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
し
、
こ
の
重
大
な
事
実
に
説
明
が
付
か
な

い
。
商
社
と
い
う
業
態
も
世
界
的
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、
明
ら

か
に
瀬
戸
内
海
の
海
洋
性
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
背
景
に
し
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
旺
盛
で
な
け
れ
ば
、
ソ
ニ
ー
も
ト
ヨ
タ

も
京
セ
ラ
も
三
菱
三
井
も
世
界
に
出
て
繁
栄
し
、
円
も
こ

こ
ま
で
高
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

　
ぼ
ち
ぼ
ち
日
本
人
は
、
自
分
た
ち
の
も
つ
二
つ
の
本
性

（
動
く
寅
さ
ん
的
性
格
と
、
定
住
の
さ
く
ら
的
性
格
）
に

目
覚
め
、
そ
の
特
性
を
人
類
に
生
か
す
こ
と
を
考
え
る
べ

き
だ
。
日
本
の
資
本
主
義
を
、
ア
メ
リ
カ
型
が
ど
う
だ
の
、

と
無
意
味
な
議
論
を
し
な
い
で
、
日
本
人
の
健
全
で
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
海
洋
性
と
、
管
理
志
向
を
共
存
さ
せ
る
複

合
性
こ
そ
目
を
向
け
る
べ
き
だ
。
我
々
の
歴
史
的
多
面
性

に
こ
そ
、
新
し
い
時
代
を
解
く
鍵
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。 

  

そ
の
点
、
最
近
の
日
本
は
す
べ
て
の
人
間
の
活
動
が
陸
に

上
が
っ
た
中
央
集
権
制
度
で
、
一
元
的
に
管
理
し
切
れ
る

と
思
い
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
管
理
志
向
だ
け

が
極
端
に
強
く
な
り
す
ぎ
て
、
日
本
人
本
来
の
も
う
一
つ

の
開
放
的
な
良
さ
が
発
揮
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
懸
念
が

あ
る
。
日
本
経
済
の
人
類
へ
の
貢
献
、
特
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
経
営
に
は
、
両
面
が
必
要
だ
。
い
わ
ん
や
も
し
、
瀬

戸
内
海
の
寅
さ
ん
的
特
質
を
、
罪
悪
視
し
、
魔
女
狩
り
を

し
て
排
除
す
る
よ
う
な
日
本
が
続
く
な
ら
、
先
人
が
培
っ

た
こ
れ
ま
で
の
文
化
的
魅
力
も
、
創
造
性
豊
か
な
経
済
力

も
衰
退
す
る
だ
ろ
う
。 

　
政
府
の
歴
史
上
最
大
の
緊
急
対
策
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
政
策

が
な
い
の
は
、
お
か
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 


